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■本文中の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。また、本文中ではTMや®などの表記を省略しています。

● 本書に記載された内容は、情報の提供のみを目的としています。したがって、本書を用いた運用は、必ずお客様自身
の責任と判断によって行ってください。これらの情報の運用の結果について、技術評論社および著者はいかなる責任
も負いません。

● ソフトウェアに関する記述は、特に断りのない限り、2025年1月末での情報をもとに解説しています。ソフトウェア
はバージョンアップされる場合があり、本書での説明とは機能内容や画面図などが異なってしまうこともありえます。
あらかじめご了承ください。

● インターネットの情報についてはURLや画面などが変更されている可能性があります。ご注意ください。

● 本書では以下の環境で動作を検証しています。
Lightroom Classic14.1.1／Camera Raw 17.1／macOS Sonoma 14.4.1／Windows 11 Pro

以上の注意事項をご承諾いただいた上で、本書をご利用願います。これらの注意事項をお読みいただかずに、お問い合
わせいただいても、技術評論社および著者は対処しかねます。あらかじめご承知おきください。
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1
この章で
学ぶこと

各パネルの役割

Lightroom Classicは中央の画像表示領域を囲むように、

上下左右に配置されたパネルでさまざまな調整が行えま

す。モジュールごとに左右のパネルは変更されますが、

基本的な調整は右パネル、補助的な機能が左パネルにあ

り、下に配置されたフィルムストリップで画像の選択を

行いながら調整を行っていきます。

モジュールの基本的な画面構成（画面は現像モジュール）

パネルアクションを使用してカスタマイズ ナビゲーターパネル（画面左上）
パネルは折りたたむことができるので、操作しやすいように
カスタマイズすることが可能です。

画像のプレビューやズームなどが行え、全体像を確認しつつ、
細部の編集が可能です。

基本の画面操作と
画像の入出力を身に付けよう

画像の入出力とカタログ

この章では、画像の読み込みから書き出しまでと、画像

ファイル（RAWデータ）の基本やLightroom独自のカタロ

グの役割について学んでいきます。

Lightroom Classicではデータを直接調整するのではな

く、カタログに書き込んだサムネイルを使用することで

調整にかかる時間を軽減させ、出力時にもとのデータに

リンクさせます。RAWデータは一般的な画像データと

しては認識されないので、JPEGなどの画像データとし

て出力（書き出し）します。出力の際には、ファイルサ

イズや解像度、カラースペースなどの知識も必要となる

ので理解しておきましょう。

読み込みウィンドウ カタログアイコン

書き出しダイアログ

読み込み作業は、左パ
ネルから操作をはじめ
て、右パネルで終了す
る流れになります。

画像を読み込むとカタログが作成されま
す（20、24ページ参照）。

書き出しを行うことで、編集した画像を別のパソコンで表示
したり、第三者に渡したりできるようになります。
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Section

色の相対関係でカラーを全体的に調整するパラメーター

（色を表現するための数値）は、WB（ホワイトバランス）

とトーンカーブで行うのが基本となります。

これに対して、部分的なカラー調整を行うものとして、

HSL（色相・彩度・輝度）を使用するカラーミキサーや

カラーグレーディングがあります。

カラー調整の基本

ホワイトバランスで色温度をブルー側とイエロー側に調整

トーンカーブ（カラー）でブルー側とイエロー側に調整

カラーミキサー（HSL）で部分的に調整

画像ファイルは拡大率を上げるとピクセルで構成されて

いることがわかります。最小単位であるピクセルが1イ

ンチ（2.54cm）に何列で構成されているかを解像度

（pixel/inch）といい、印刷用では350ppi（1インチの中に

350個のピクセル）、Web用では72ppi（同じく72個のピ

クセル）で設定します。家庭用インクジェットプリンター

などの場合は、プリンターごとの設定値に合わせてくだ

さい。

画像ファイルとは

画像ファイルはピクセルの集まりであり、
ピクセルごとにRGBカラーの濃淡でカラーが構成されます。

画像ファイルの特徴を理解しよう
01
Section

カラー構成には、モニター用の光の三原色（R、G、B）

と印刷用の色の三原色（C、M、Y）があります。この2種

類はホワイトポイント（色の基準となる白）を中心に相

対関係にあります。この相対関係を体系化して理解しや

すくしたものが色相環です。たとえばB（Blue：青）を減

らすとY（Yellow：黄）が強くなります。コンピューター

の世界では、情報量はビットで表されます。8ビットカ

ラーでは0から255までの256個を表現できるので、色

の総数はR、G、B各色256色、16ビットカラーでは、各

色65,536の色が表現できることになります。

カラー構成の基本

画像ファイルはピクセルで構成されている

R Red (赤)

G Green (緑)

B Blue (青)

ピクセルが確認できるまで
拡大したもの

C Cyan (シアン)

M Magenta (マゼンタ)

Y Yellow (黄)

色相環
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現段階では対応しているアプリケーションなどの問題が

あるため、JPEGでの出力が最適といえますが、将来的

によりよい出力形式に対応するために、RAWデータは

残しておきましょう。

RAWデータはそのままではWebや印刷に使用すること

ができないため、出力時に変換する必要があります。

Lightroom Classicの出力ファイル形式には、代表的な

JPEGやTIFF、最近では圧縮率の高いAVIFなどが用意さ

れています。

出力データの種類

出力ファイル形式 特徴

JPEG もっとも汎用性の高いファイル形式で、8bit/チャンネルの非可逆圧縮になります。

TIFF 非圧縮と可逆圧縮が選択でき、8bit/チャンネルと16bit/チャンネルが選択できます。

PSD 非圧縮で、8bit/チャンネルと16bit/チャンネルが選択できます。

JPEG XL 可逆圧縮で、8bit/チャンネルと16bit/チャンネルが選択できます。

AVIF 可逆圧縮の10bit/チャンネルで圧縮率が高いのが特徴です。

Digital Negative(DNG) Adobe独自のRAW形式で、メーカーごとのRAW形式をまとめることができます。

Lightroomで用意されている出力ファイル形式

Photoshopを起動／終了する（Mac）圧縮と非可逆圧縮

圧縮とは同色をひとまとめにすることで全
体のファイルサイズを小さくするもので
す。非可逆圧縮とは同系色の許容範囲を広
げることで圧縮率を上げるため展開後にも
との色に戻らないものです。

JPEG（左）とTIFF（右）

ピクセルが確認できる
まで拡大したもの

＊ 利用頻度が高い順に掲載

RAWとは素や生といった意味で、画像がセンサーに読

み込まれた段階での数値データのことを指します。

多くのカメラではRAW／JPEGの出力が選択できるよう

になっていますが、JPEGはカメラ内の現像エンジンを

使用してRAWデータから生成したものです。一方、

RAWデータはカメラ内での出力処理は行わず、

LightroomなどのアプリでJPEGなどに変換します。

そのため、適正な露出で撮影されたデータであれば、

RAW／JPEGどちらでもあまり変わらないともいえま

す。

ただ、白飛びや黒つぶれしてしまうような輝度差の大き

な画像や、異なる色温度で撮影された画像の場合、生の

数値データが残っているRAWであれば、より広範囲に

画像を再現させることができます。

上の写真は撮影時にJPEGとRAWを同時書き込みした

もので、もとの状態（それぞれ左側）は同様ですが、

Lightroom Classicで同一処理をかけると、JPEGとRAW

に差が見られます。情報が残っていない部分のディテー

ルは再現されていないことがわかります。単純にトーン

を落としているJPEGに比べて、RAWではより広範囲の

ディテールが再現されています。

RAWデータとは

Lightroom ClassicはRAWデータの処理を行うアプリですが、JPEGやTIFFなどのデータの処理も
行えます。RAWデータとJPEGなどのデータとの違いを理解しましょう。

画像データの種類を知ろう
02

ハイライト側の処理をしたJPEG画像（右） ハイライト側の処理をしたRAWデータ（右）

●JPEGとRAWの比較
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左右パネル

●左パネル ●右パネル

［プリセット］パネル：

テーマに合わせた通常補

正から特殊な補正まで多

数のプリセットが収めら

れています。調整は右パ

ネルのパラメーターに反

映されるので、再調整が

行えます。自分で行った

調整を新規プリセットと

して保存することもでき

ます。

［ナビゲーター］パネル：

ライブラリモジュールと

同じ内容です。画像の拡

大／縮小が行えます。

［ヒストグラム］パネル：

画像内RGBデータの各

ビット数を、0％（黒）か

ら100％（白）の間で棒

グラフ状にまとめたもの

で、各色のバランスを見

ることができます。

ツールストリップ：

［切り抜き］［削除］［赤目

修正］［マスク］をまとめ

たもので、アイコンのク

リックで各ツールを使用

できます。左の ［編

集］、もしくは使用ツー

ルのアイコンをクリック

することで、ツールを終

了させることができま

す。

［編集］パネル：

基本的な画像補正やカ

ラー調整、変形補正、

シャープ、ノイズ調整な

ど、画像の補正を行うパ

ネルがまとまっていま

す。

［ヒストリー］パネル：

調整履歴を表示するもの

で、履歴を戻すことがで

きます。ただし、戻して

から調整を行うと戻した

分の調整は消えてしまい

ます。

過去に処理を行った画像は当時のバージョンでの調整が維持されるた
め、パネルやパラメーターが使用できない場合があります。その場合
は、右パネルの［キャリブレーション］パネルの右の をクリックし、
処理バージョンを［最新］にしてください。

処理バージョン

現像モジュール全体の画面構成

現像モジュールは現像調整パネルと補助パネル、ツールストリップとツールバーで
構成されています。

現像モジュールの画面構成を知ろう
01

調整画像を表示する
画像表示領域

補助機能の［ヒストリー］や
［スナップショット］などが配置

現像調整用の複数のパネルと
部分補正用の［ツールストリップ］が配置

画像を並べて表示するフィルムストップを配置
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白黒画像に変更する

［基本補正］のパラメーターを調整する

と、画像の各種パラメーターが自動で変

更されます❶。続けて［白黒］をクリッ

クします❷。

1

［補正後］の下の画像が白黒画像になり

ました。
2

ツールバーの （ルーペ表示）をクリック
すると［補正後］の画像が１枚表示になります。

［白黒］をクリックすると、パラメーターやヒストグラム、プロファイルが変更されます。［カラーミキサー］パネルも［B＆
W］パネルに変更されます。　

基本補正パネルの調整項目も自動で変更される

補正前

補正後

1 2

全体的な色味を一気に調整する

［自動補正］は、画像に合わせて、露出、コントラスト、ハイライトなど、基本的な補正を自動で行
うもので、画像の全体的なバランスを整えてくれます。カラー画像を白黒に変換することもできます。

画像の全体的なバランスを整えよう
～［基本補正］パネル

03

自動補正を行いたい画像を表示し、［基

本補正］パネル上の［自動補正］をクリッ

クします❶。

1

ツールバーの［補正前と補正後のビュー

を切り替え］のアイコンの右の をク

リックし❶、表示されたメニューから［補

正前と補正後を上下に表示］をクリック

します❷。

2

上が［補正前］、下が［補正後］の画像に

なります。
3

1

補正前

補正後

2

1
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B E F O R E A F T E R

［外観］の［かすみの除去］のスライダー

をドラッグして、［＋15］に設定します

❶。

5

街並みがくっきりと仕上がり、画像のコ

ントラストと明瞭度も調整できました。
6

［基本補正］パネル→［階調］の各スライ

ダーをドラッグして、［露光量］を［＋

0.25］、［ハイライト］を［－100］、［シャ

ドウ］を［＋90］、［白レベル］を［＋33］、

［黒レベル］を［－24］に設定します❶。

4

ツールバーの［補正前と補正後のビュー

を切り替え］をクリックし❶、調整状況

を確認します。確認後は［補正前と補正

後］の ［補正後の設定を補正前の設

定にコピー］をクリックして❷、補正後

の画像を補正前にしてください。

3

パラメーターは数値部分をクリックして、
数値を直接入力することもできます。

1

1

ホワイトバランスと階調を整える

［レンズ補正］パネルの［プロファイル］

で、［色収差を除去］と［プロファイル補

正を使用］にチェックを入れます❶。

1

使用パネル：基本補正／マスク（線形グラデーション）

撮影時の鮮やかな印象になった撮影時の印象に合っていない

撮影時のホワイトバランスの設定によっては、想定していたイメージと画像データが異なる場合が
あります。撮影時の印象に合わせて処理を行いましょう。

風景写真を撮影イメージに近付けよう
05

［ヒストグラム］を確認しながら❶、［基

本補正］パネル→［WB］の各スライダー

をドラッグして、［色温度］を［7,676］、

［色かぶり補正］を［＋31］に設定します

❷。

2

1

1

2

サンプルファイル名：C405.CR2

1 2
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右パネル

上部
1 レイアウトスタイル レイアウトスタイルを選択します。

2 現在の画像用の設定 画像をどのように配置するかを決める大
枠の設定項目が並びます。

3 レイアウト／定規　
グリッド　ガイド

グリッドやガイド、マージンの設定を行
います。

4 セル セルを追加します。

下部

5 ページ

背景色やIDプレートの編集を行います。

6 プリントジョブ
プリントの解像度やカラーマネージメン
トの設定を行います。

7 プリント／
　プリンター

［プリント］をクリックすると印刷がはじ
まります。［プリンター］をクリックする
ことで、用紙の種類やフチなしなどのレ
イアウト設定が行えます。左パネル下の
［プリント設定］と同じ内容で、設定内容
はプリンターの種類によって異なります。

1

6

2

4

7

3

5

プリントモジュールの
画面構成を知ろう

01

プリントモジュールでは1枚の画像以外に、複数の画像をまとめたコンタクトシートや
デザインされたレイアウトでのプリントが行えます。

左パネル／中央パネル

用紙サイズや向きなどが設定できる
［用紙設定］

［テンプレートブラウザー］で
選択されたレイアウトが表示

レイアウト用の
［テンプレートブラウザー］

レイアウトを確認するための
［プレビュー］

プレート背景色




